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みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作い!はい!

ふれあいネットワークふれあいネットワーク

大道芸人のチャーリーさんのショーを楽しむ親子

バルーンアート作品
に上機嫌の子供たち

アートづくりで
親子のふれあい
アートづくりで
親子のふれあい
アートづくりで
親子のふれあい

子育てサロン「こっこ」
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2014年

夏のボラン
ティア

体験事業

2014年

夏のボラン
ティア

体験事業

大
吉
保
育
園

デイサービスセンター大原

高齢者宅への配食サービス

美作北小児童クラブ「ダンボ」

作東デイサービス 東粟倉デイサービスセンター東粟倉デイサービスセンター

デイサービス
  センターふれあい

総合ケアサービスセンター
かつた（配食サービス）
総合ケアサービスセンター
かつた（配食サービス）

夏ボラ体験事業事前研修会開会式夏ボラ体験事業事前研修会開会式

事前研修会での受付をする受講生事前研修会での受付をする受講生

真剣な眼差しで施設の方と面談真剣な眼差しで施設の方と面談

　美作市社会福祉協議会では、中学生・高校生らを対象
に夏休みの期間に「夏のボランティア体験事業」を開催
しました。これは、ボランティア活動への理解と関心を
深め、さらに活動のきっかけづくりを目的に毎年７月下
旬から８月末までの間に福祉施設等や地域でのボラン
ティアの体験をする事業です。
　本年度は、中・高校生ら約120名の参加があり、市
内の高齢者施設や幼稚園、保育園等40カ所の受入施設で体験されました。子供たちは、活動を
することで、「ありがとうと言われて嬉しかった」「社会の役に立っている」等と言った充実感や
満足感、責任感を感じる体験になったのではないでしょうか。

“きっかけ”は夏ボラから“きっかけ”は夏ボラから
あなたは何を感じ！
何を見つけますか
あなたは何を感じ！
何を見つけますか
あなたは何を感じ！
何を見つけますか
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い!い!はい!

2014年

夏のボラン
ティア

体験事業

大
吉
保
育
園

大
吉
保
育
園

デイサービスセンター大原デイサービスセンター大原

高齢者宅への配食サービス高齢者宅への配食サービス

美作北小児童クラブ「ダンボ」美作北小児童クラブ「ダンボ」

作東デイサービス作東デイサービス 東粟倉デイサービスセンター

デイサービス
  センターふれあい
デイサービス
  センターふれあい

総合ケアサービスセンター
かつた（配食サービス）

夏ボラ体験事業事前研修会開会式

事前研修会での受付をする受講生

真剣な眼差しで施設の方と面談

本日の目標（テーマ）・課題
利用者の方々としっかりふれあう
　今回は、おばあちゃんたちのマッサージ機の装
着の手伝い、会話などを初めてやったので、本当
に良い経験をしました。初めは本当に緊張してい
て、会話もしにくかったけど、おばあちゃんたち
が優しく対応してくださったおかげで、初日を安
全に過ごすことができました。
本日の目標（テーマ）・課題
最終日なので、しっかり利用者の方とふれあう
　今朝、利用者の方と会うと、私のことをきちん
と覚えてくださっていたので、とても嬉しかったで
す。そして、利用者の方のお迎えをして、お茶をお
出ししました。そして、会話や体操、塗り絵、パズ
ルもしました。2時からはマジックを見たり、あ
んみつを作ったりして、本当に楽しかったです。
　２日間、本当にお世話になりました。

“きっかけ”は夏ボラから
あなたは何を感じ！
何を見つけますか
あなたは何を感じ！
何を見つけますか

中　学　生　の　感　想
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勝
田
支
所

いはい!

大
原
支
所

　

美
作
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
大
原
支
部

で
は
、
８
月
28
日
㈭
、
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
作
東
支
部
と
の
囲
碁
ボ
ー
ル
の

交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は

平
成
23
年
度
か
ら
支
部
を
超
え
た
会
員
同
士

の
親
睦
を
は
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
、

今
回
で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。
当
日
は
総
勢

36
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
２
コ
ー
ト
８
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
ワ
イ
ワ
イ
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

　

高
い
ポ
イ
ン
ト
が
出
る
と
、「
ヤ
ッ

タ
ー
！
」
と
歓
声
が
上
が
り
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
に
転
が
っ
て
し
ま
う
ボ
ー
ル
に
向
か
っ
て

「
ど
こ
行
く
の
ー
！
」「
止
ま
っ
て
ー
！
」
の

声
に
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
で
包
ま
れ
ま
し

た
。
次
回
は
大
原
地
域
で
の
開
催
と
な
り
、

会
員
同
士
、
再
会
を
約
束
し
、
大
盛
り
上
が

り
の
中
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

身
障
者
福
祉
協
会
大
原
・
作
東
支
部

　

囲
碁
ボ
ー
ル
で
親
睦
を
深
め
る

　

梶
並
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

新
規
立
ち
上
げ
推
進
事
業
に
取
り
組
み
、

８
月
か
ら
右
手
の
立
木
で
サ
ロ
ン
活
動

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
㈭
に
第
１
回
目
の
サ
ロ
ン

が
開
催
さ
れ
、
市
社
協
職
員
か
ら
サ
ロ

ン
活
動
と
「
わ
た
し
の
生
き
方
ノ
ー

ト
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、

茶
話
会
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
１
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日

に
集
ま
り
、
認
知
症
や
介
護
保
険
制
度
、
悪
徳
商
法
の
手
口
と
そ
の
対
処
法
に
つ

い
て
の
講
話
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
新
年
会
等
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
「
サ
ロ
ン
立
木
」
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
家
に
引
き
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
近

く
の
公
会
堂
に
集
ま
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加
、
閉
じ
こ
も
り
や
介
護

予
防
、
地
域
の
人
の
顔
つ
な
ぎ
な
ど
を
目
的
に
、
楽
し
く
気
軽
に
集
え
る
場
所
に

な
る
よ
う
、
今
後
も
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

梶
並
地
区
社
協
で
新
規
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ

　

﹁
サ
ロ
ン
立
木
﹂
で
高
齢
者
が
集
う

サロン立木 第１回目の様子
「やってみんとわからんけん、まぁやってみようや～」

作戦会議の様子「やったー！五目ができたー！」
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い!はい!

東
粟
倉
支
所

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る

脳
の
病
気
で
、
85
歳
以
上
で
は
４
人
に
１
人
が
認

知
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
人

や
家
族
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
の
理
解
や
協
力

と
正
し
い
知
識
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

東
粟
倉
地
域
で
は
、
普
段
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
ん
ど
の
会
」

（
代
表
：
栃
岡
明
氏
）
の
皆
さ
ん
が
、「
だ
い
こ
ん

一
座
」
と
い
う
寸
劇
グ
ル
ー
プ
を
旗
上
げ
し
て
、

地
域
内
の
サ
ロ
ン
に
出
向
き
、
認
知
症
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
だ
い
こ
ん
一
座
」
の
旗
揚
げ
に
あ
た
っ
て
は
、
認
知
症
の
お
年
寄
り
や
要
介
護

者
の
意
識
、
家
族
の
感
情
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
よ
う
と
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
相
談
し
な
が
ら
、
台
本
作
り
や
練
習
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
㈬
は
入
谷
サ
ロ
ン
で
、
８
月
20
日
㈬
は
川
東
サ
ロ
ン
で
寸
劇
を
披
露
さ

れ
、
顔
な
じ
み
の
方
が
寸
劇
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
好
評
で

し
た
。
ま
た
、「
ふ
れ
ん
ど
の
会
」
の
皆
さ
ん
も
回
を
重
ね
る
た
び
に
、
台
詞
に
ア

ド
リ
ブ
が
つ
い
て
、
と
て
も
楽
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寸
劇
の
後
の
座
談
会
で
は
、
サ
ロ
ン
の
参
加
者
か
ら
認
知
症
の
こ
と
を
理
解
し
、

う
ま
く
声
か
け
が
で
き
る
人
が
、
一
人
で
も
多
く
い
る
地
域
に
な
れ
ば
、
助
け
合
い

が
で
き
て
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
ん
ど
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
東
粟
倉
地
域
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
げ
よ
う
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
輪
！

﹁
ふ
れ
ん
ど
の
会
﹂
が
サ
ロ
ン
で
活
躍
中

子
育
て
サ
ロ
ン「
こ
っ
こ
」で
国
際
交
流

　

７
月
24
日
㈭
、
子
育
て
サ
ロ
ン
「
こ
っ
こ
」

に
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
多
く
の
国
々

か
ら
15
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

親
も
子
供
も
最
初
は
戸
惑
い
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
は

握
手
や
ワ
ッ
ペ
ン
貼
り
と
い
う
ゲ
ー
ム

で
と
け
こ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
と
は
プ
ー
ル
遊
び

や
水
鉄
砲
で
ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
り
、

遊
具
の
手
入
れ
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

有
意
義
な
子
育
て
サ
ロ
ン
「
こ
っ
こ
」
を
開

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

だいこん一座の寸劇、はじまりはじまり～

お知らせお知らせ

司法書士による
「なんでも相談会」

司法書士による
「なんでも相談会」
　成年後見制度や債務整理・相続問題
など、司法書士による「なんでも相談
会」を開催します。相談は無料ですので、
お気軽にご相談ください。

※美作市社会福祉協議会地域福祉課
（75－2622）まで、電話でご予約く
ださい。
　当日の相談者は４名としており、定
員になり次第締め切らせていただきま
すので、ご了承ください。

と　き　10月８日㈬ 午後3時～5時

ところ　世代交流多目的ホール
　　　　（美作市北山）

申込み　10月７日㈫まで（要予約）
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いはい!

共
同
募
金
運
動
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り

ま
す
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、

私
た
ち
の
町
の
身
近
な
福
祉
活
動

や
災
害
時
の
被
災
者
・
被
災
地
の

活
動
支
援
の
た
め
の
募
金
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
社

会
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福

祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
民
間

団
体
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

ま
た
、
市
民
の
優
し
さ
や
思
い
や

り
を
届
け
る
運
動
と
し
て
、
共
同

募
金
は
市
民
主
体
の
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
市
民

自
ら
の
行
動
を
応
援
す
る
、「
じ

ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」

の
活
動
で
す
。

被
災
地
へ
の
活
動
支
援
に

　

岡
山
県
共
同
募
金
会
で
は
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
一
部
を
「
災

害
義
援
金
」
と
し
て
積
み
立
て
、

大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な
ど

被
災
地
を
応
援
す
る
た
め
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
の
美
作

市
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
で
は
、
美

作
市
社
協
が
設
置
し
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
県
共
同
募

金
会
の
義
援
金
が
届
け
ら
れ
、
セ

ン
タ
ー
立
ち
上
げ
の
経
費
と
し
て

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ざ
と
い

う
時
に
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
る

活
動
に
も
募
金
が
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

共
同
募
金
運
動
に
協
力
を

　

皆
様
か
ら
の
募
金
は
、
美
作
市

共
同
募
金
委
員
会
か
ら
岡
山
県
共

同
募
金
会
に
全
額
送
金
し
て
、
翌

年
度
に
募
金
額
の
約
半
分
が
美
作

市
社
協
に
配
分
さ
れ
、
小
地
域
福

祉
活
動
・
高
齢
者
・
障
害
者
・
子

育
て
支
援
等
の
福
祉
事
業
者
福
祉

教
育
の
推
進
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、
少
し
で
も
じ
ぶ

ん
の
町
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
思

い
を
具
体
的
な
活
動
や
物
に
つ
な

げ
て
い
く
募
金
活
動
で
す
。
本
年

度
も
募
金
の
目
的
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●平成25年度共同募金実績額

　4,639,288円
●平成26年度共同募金目標額

　5,100,000円

～じぶんの町を良くするしくみ～

募金期間　１０月１日から１２月３１日

皆様の温かいご支援とご協力をお願いします

北は北海道から南は沖縄県まで全国№1酒販売チェーン店

お酒のことならお酒のことならまさやまさや

美作市位田239-1 ☎72-2616

税別価格 2,278円税別価格 2,278円

募集理美容師

会員募集

フリーダイヤル（0120）328-987

NPO法人
シルバーライフサポートもも

9月・10月 お買得商品

税込価格 ２,４６０円
金麦をお買上げの方に、おつまみor冷蔵庫用
パックを進呈（数量限定）。また、抽選で60名の
方にJCBギフト券をプレゼント!

金麦Ｗチャンスキャンペーン

サントリー 金麦 350㎖

salon pepe  
☎0800-200-9811
http://lifemomo.jp

Waon.nanaco.Ebyの
電子マネーでポイントが貯まります。
シルバー・ファミリー割引有

Waon.nanaco.Ebyの
電子マネーでポイントが貯まります。
シルバー・ファミリー割引有

「サロンぺぺ」で検索
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いはい!

市社協からの事業報告を聞く民生児童委員

山陽 ECT 株式会社
エクト

ホシザキ中国株式会社

業務用総合厨房機器メーカー

製氷機 冷凍冷蔵庫 玄米保冷庫

＊販売、修理いたしております。
　お気軽にご連絡ください。

〔津山営業所〕 津山市小原108-2  ☎0868-25-2251

　

報
告
の
中
で
、
地
区
社
協
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
事
業
」
の
事
業
効
果
と
し
て
、
取
り
組
ま
れ
た
25
地
区

全
て
の
地
区
社
協
で
福
祉
会
議
が
３
回
以
上
行
わ
れ
た
と

し
て
、
そ
の
福
祉
会
議
の
成
果
は
次
の
と
お
り
と
し
て
い

ま
す
。

　

◆
地
区
社
協
活
動
財
源
の
確
保
で
、
社
協
会
費
配
分
金

の
一
定
金
額
を
地
区
社
協
に
残
し
て
集
落
へ
の
再
配
分
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
◆
ミ
ニ
デ
イ
・
サ
ロ
ン
活
動
で
、
ミ

ニ
デ
イ
は
16
の
地
区
社
協
で
取
り
組
ま
れ
、
事
業
へ
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
て
実
施
し
た
地
区
社
協
が
あ
っ
た
。

サ
ロ
ン
は
１
６
４
サ
ロ
ン
で
活
動
が
行
わ
れ
、
３
地
区
社

協
で
新
た
に
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
◆
ゴ
ミ

出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
の
拡
大
版
を
作
成
し
、
見
守
り
を
兼
ね

て
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
事
業
を
行
っ
た
。
◆
地
区
社
協
だ

よ
り
の
作
成
で
、
住
民
か
ら
見
え
る
地
区
社
協
を
め
ざ
し
、

新
た
に
４
地
区
社
協
を
加
え
、
12
地
区
社
協
で
広
報
紙
を

発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
◆
引
き
こ
も
り
高
齢
者
へ
の

取
り
組
み
は
、
複
数
の
福
祉
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
老

人
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
で
サ
ロ
ン
等
地
区
行
事
参
加
へ
の
声

か
け
活
動
や
そ
の
受
け

皿
と
な
る
サ
ロ
ン
活
動

の
継
続
的
な
取
り
組
み

を
提
言
し
て
い
る
。
◆

地
区
社
協
事
務
局
体
制

充
実
の
取
り
組
み
で
、

事
務
長
制
度
の
設
置
や
会
計
、
編
集
委
員
の
選
任
が
行
わ

れ
た
。
◆「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
へ
の
取
り
組

み
で
、
多
く
の
地
区
社
協
、
福
祉
会
議
で
生
活
・
福
祉
課

題
へ
の
対
応
は
見
守
り
声
か
け
活
動
が
基
本
と
し
て
「
お

た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
へ
の
事
業
展
開
が
な
さ
れ
た
。

　

「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
の
実
施
状
況
で
平
成

26
年
度
実
施
地
区
社
協
は
、
31
地
区
社
協
の
う
ち
20
地
区

社
協
で
実
施
さ
れ
、
第
１
回
の
見
守
り
会
議
は
17
地
区
社

協
で
既
に
開
催
さ
れ
、
現
在
30
名
の
利
用
者
宅
へ
の
ふ
れ

あ
い
訪
問
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
訪
問
活
動
も

重
要
で
あ
る
が
、
見
守
り
会
議
で
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
一

軒
ず
つ
情
報
共
有
し
、
抜
け
洩
れ
の
な
い
よ
う
支
援
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

市
民
児
協
研
修
会
で
地
域
福
祉
事
業
に
つ
い
て
報
告

　

美
作
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
織
田
忠
宜
会
長
）
恒
例
の
研
修
会
が

８
月
22
日
㈮
、
湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
関
係
者
約
１
０
０
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
、
市
社
協
か
ら
は
平
成
25
年
度
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
」

の
活
動
と
平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
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い!はい!

見
舞
い
返
し

一
般
寄
付

そ
の
他
寄
付

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

久　

賀　
　

森　
　

治
樹　

様

（
亡　

佐
登
恵
）

右　

手　
　

永
畑　

一
郎　

様

（
亡　

米　

一
）

古　

町　
　

春
名　
　

隆　

様

（
亡　

英　

子
）

宮　

本　
　

春
名
ス
マ
子　

様

（
亡　

正　

幸
）

宮　

本　
　

清
水　

敏
美　

様

（
亡　

輝　

夫
）

下
庄
町　
　

大
杉　

茂
生　

様

（
亡　

あ
つ
こ
）

沢　

田　
　

渡
辺　

祐
志　

様

（
亡　

知　

子
）

後　

山　
　

竹
下
富
美
江　

様

（
亡　

英　

俊
）

中　

谷　
　

森
下　

武
史　

様

（
亡　

英　

雄
）

明　

見　
　

中
島　

正
光　

様

（
亡　

淳　

）

田　

殿　
　

黒
田　

敬
子　

様

（
亡　

哲　

夫
）

北　

山　
　

菊
池　

一
浩　

様

（
亡　

清　

）

北　

山　
　

菊
池　

洋
介　

様

（
亡　

三　

男
）

豊
国
原　
　

山
本　

和
利　

様

（
亡　

孝　

志
）

平　

福　
　

豊
福　

圭
三　

様

（
亡　

孝　

資
）

楢
原
下　
　

川
嶋　

正
道　

様

（
亡　

啓　

史
）

栄　

町　
　

村　

昌
男　

様

（
亡　

可
児
寿
美
江
）

平　

田　
　

江
美　

節
子　

様

（
亡　

篤　

）

林　

野　
　

松
嶋　

智
之　

様

（
亡　

宏　

）

湯　

郷　
　

黒
住　

展
士　

様

（
亡　

き
み
子
）

粟
井
中　
　

小
林　

健
治　

様

（
亡　

剛　

）

川　

北　
　

春
名　
　

満　

様

（
亡　

文
雄
・
武
地
禮
子
）

土　

居　
　

岩
本　

雅
武　

様

（
亡　

サ
ト
コ
）

尾　

谷　
　

下
山　
　

順　

様

（
亡　

志　

げ
）

福　

本　
　

下
山　

哲
司　

様

（
亡　

茂　

夫
）

英
田
青
野　

山
本　
　

淳　

様

（
亡　

安　

惠
）

英
田
青
野　

青
山　
　

勝　

様

（
亡　

昭　

）

宗　

掛　
　

江
見　

正
樹　

様

右　

手　
　

小
椋　
　

哉　

様

後　

山　
　

西
浦
く
に
子　

様

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

中　

尾　

美
作
ア
マ
チ
ュ
ア

　
　
　
　

歌
謡
連
盟

　
　

代
表　

浅
浦　

豊
一　

様

　

今
夏
の
終
わ
り
は
、
梅
雨
前
線

が
再
来
し
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
雨

空
が
続
き
、
広
島
市
や
丹
波
地
方

等
で
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し

た
。
犠
牲
者
へ
の
ご
冥
福
と
被
災

さ
れ
た
方
々
の
１
日
も
早
い
復
旧

を
祈
り
た
い
。

　

今
年
も
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
地
区
社
協
活
動
の
説
明

や「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」

報
告
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
こ

の
研
修
会
で
岡
大
大
学
院
西
田
和

弘
教
授
の
講
演
か
ら
、
権
利
擁
護

を
必
要
と
す
る
人
々
の
増
加
と
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
整
備
の
必
要
性
。

そ
し
て
、
社
協
が
担
う
役
割
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

編
集
後
記

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0113　美作市真加部１６１６
TEL（0868）７５－３６０１　FAX（0868）７５－３６０２

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

平
成
26
年
７
月
21
日
か
ら

平
成
26
年
８
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

８
月
21
日
㈭
、北
山
の
世
代
交
流

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
子
育
て
サ
ロ
ン

「
こ
っ
こ
」の「
す
く
す
く
の
日
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。約
30
組
70
名
の
参

加
者
は
、大
道
芸
人
の
チ
ャ
ー
リ
ー
さ

ん
の
手
品
と
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
を
見
た

後
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
方
々
は

親
子
で
バ
ル
ー
ン
の
剣
を
つ
く
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

高齢者などの家庭を訪問し、ホームヘルパーとして身の回りの
お世話をする仕事です。
○資　　格　介護福祉士またはホームヘルパー２級以上
○勤務時間　8：30～ 18：00の間（相談に応じます）
　　　　　　※週１日でも可
○時　　給　950円～
○活動範囲　大原・東粟倉地域
○受付期間　随時受付しています。
○お問合せ先　美作市社会福祉協議会 大原支所
　　　　　　　（大原保健センター２階　☎0868-78‒0509)

登録ヘルパー募集中




